
地下鉄桜通線の延伸にともなう 緑区東部の『よりよい交通のあり方』に関する 

居住者アンケート調査 概要版 

１．調査概要 

（１）アンケート調査の目的 

 緑区の東部地域では、平成 23 年 3 月 27 日の地下鉄桜通線野並－徳重間（約 4.2km）の

開通により、周辺のバス網も再編され、公共交通をとりまく環境は大きく変化しました。 

 そこで、名古屋市ではモビリティ・マネジメントの一環として、駅周辺にお住まいの皆さま

に対して交通環境の変化をお伝えするとともに、よりよい交通のあり方は何かを把握するため

に、「現在、どのような移動手段を使っているか」、そして地下鉄の開通を契機に、「どのよう

に移動手段を変えていくのか」等についてお聞きするアンケート調査を実施しました。 

 

（２）調査対象地域・対象者 

 アンケート調査の対象エリアとして、

徳重駅より半径 3km 圏内に含まれる

小学校区 11 学区を設定しました。 

 対象地域内に居住する全世帯を対象

とし、各世帯について世帯票１枚、個

人票２枚を配布しました。個人票の回

答者については、各世帯より任意の２

名とし、回答者を指定しない方式とし

ました。 

 

（３）調査方法・期間 

 アンケート調査は対象地区内の全世帯に対して、直接投函方式（ポスティング）により実施

しました。また、調査実施期間は以下の通りです。 

     ■12 月配布 平成 22 年 12 月 1 日（水）～12 月 16 日（木）※休祝日除く 

           （回答期限 平成 22 年 12 月 25 日） 

     ■１月配布 平成 23 年 1 月 18 日（火）～1 月 27 日（木） ※休祝日除く 

           （回答期限 平成 2３年 2 月 13 日） 

 

（４）調査票配布数・回収数 

 
 配布数 回収数 回収率 

世帯票 30,036 通 9,541 通 32.8％ 

個人票 60,072 通 15,274 通 25.4％ 

※個人票は１世帯あたり２通配布 



２．調査結果の概要 
ここでは、世帯票、個人票で得られた調査結果の一部を掲載します。 

（１）世帯票 

①家族構成 

 対象地域の居住者は、「夫婦と子ども」が約 47％

と最も多く、次いで「夫婦のみ」が約 29％、１人

暮らしが約 10％となっています。 

②世帯あたりの免許保有状況  ※本人含む 

 世帯あたりの免許証の保有者数は、本人を含めて

「保有 2 人」が約 45％、次いで保有１人が約 22％

となっています。一方、世帯の全員が「未保有」が

約 11％となっています。 

③世帯あたりの自動車保有台数 

 ほぼ全ての世帯が自動車を保有しており、そのう

ち半数以上の世帯で2台以上の自動車を保有してい

ます。 

④世帯で保有している各クルマの利用状況 

 クルマの利用頻度では「週４～５回」が最も多く、平日はほぼ毎日利用と推測されます。 

 クルマの利用目的では、「通勤・通学」が最も多く、次いで「買い物」となっています。 

 

 

 

 

 

⑤家族での都心方面へのお出かけの頻度 

 家族単位での都心方面へのお出かけの頻度をみる

と、「よく行く」が約 29％、「たまに行く」が約 49％

となっています。 

 一方、約 22％の世帯が、家族単位では「ほとん

ど行かない」と回答しています。 

⑥家族での都心方面へのお出かけの交通手段 

 家族単位での都心方面へのお出かけの際の交通手

段をみると、約 54％が「主に公共交通」となって

います。 

また、お出かけ頻度別でみると、頻度が高いほど公

共交通の利用割合が高い傾向にあります。 
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（２）個人票 

①年齢・職業 

 

 

 

 

②運転免許・自由に使えるクルマの有無 

 回答者の約 77％が、「運転免許を持っており、自

由に使えるクルマもある」と回答しています。 

 一方、運転免許を持っていない人は約 14％です。 
 

③お出かけの際の交通手段 

 

 

 

 

④都心方面へのお出かけの目的・交通手段 

 都心方面へのお出かけの目的は、「買い物」「遊び・レジャー」が多く、合わせて約 80％です。

一方、交通手段でみると、代表交通手段では鉄道が約 85％、クルマが約 13％となり、また

鉄道端末交通手段の内訳をみると、バスが約 84％、クルマが約 11％となっています。 

 

  
 
  
 
 

⑤地下鉄開通で今の交通手段を変えていく可能性 

 交通手段変更の可能性について、代表交通手段と

鉄道端末交通手段を合わせてみると、「今の交通手段

を変える」が約 37％、「利用する駅・バス停を変え

る」が約 35％となり、約 7 割の方が地下鉄延伸を

契機に交通手段の変更を考えているようです。 

⑥クルマの利用を減らすためにできること 

 「地下鉄やバスで行く」が最多であり、次いで

「１度に色々な用事を済ます」「自転車や徒歩で行

く」ことが挙げられています。 

17.036.5 35.0 7.0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今の交通手段を変える

交通手段は代わらないが利用する駅・バス停は変わる

今の交通手段を変えない

今のところ考えていない

よくわからない

交通手段は変わらないが利用する駅・バス停は変わる

12.585.0

1.8

0.1

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道 クルマ バス

ﾊﾞｲｸ・原付 自転車・徒歩

9.4 13.976.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転免許を持っており、自由に使えるクルマもある

運転免許を持っているが、自由に使えるクルマはない

運転免許を持っていない

54.29.9

1.5

25.6

2.0

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤 通学 買い物

遊び・レジャー 通院 その他

10.9 9.7 4.243.0

2.1

4.6

2.3

23.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主にクルマ 主に鉄道 主にバス

主にﾊﾞｲｸ・原付 主に自転車 主に徒歩

通勤・通学していない その他

7.4 12.867.8

1.1

4.3

2.6

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤 
通学 

通勤･通学

以外 

9.0 36.3 17.0 8.2

2.7

26.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18歳未満 18～29歳 30～49歳

50～64歳 65～74歳 75歳以上

5.3 20.3 15.236.0

1.3

13.8

5.2

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社員・公務員 自営業 派遣社員

パート・アルバイト 学生 専業主婦

無職 その他

職

業

年 
齢 

目

的 
手

段

5,777

5,219

2,679

1,802

1,479

742

8,880

- 2,000 4,000 6,000 8,000

地下鉄やバスで行く

１度に色々な用事を済ます

自転車や徒歩で行く

一緒に乗り合いで行く

クルマを使わなくて良い場所を選ぶ
今もクルマをあまり利用せず

今後も利用しない
その他

回答件数（件）

有効回答 

n=12,851 
有効回答

n=14,878

有効回答

n=14,839

有効回答

n=14,873

有効回答 

n=13,679 

有効回答 n=14,895 有効回答 n=14,569

有効回答

n=14,624

有効回答

n=14,471

(複数回答)

主にクルマ 主に鉄道 主にバス

主にﾊﾞｲｸ・原付 主に自転車 主に徒歩

その他

鉄道駅までのアクセス手段（有効回答 n=12,386 件） 

①バス 83.8%  ②クルマ 10.6%  ③徒歩 2.0%  ④自転車 2.0%  ⑤バイク・原付 0.7%  （不明：0.9％） 



⑦リーフレット（アンケート調査票に同封）で一番興味を持ったこと 

 回答者全体でみると、「健康のこと」が

約 33％と最も多く、次いで「お金のこと」

が約 27％となっています。 

 

次に、年齢階層別にみると、年齢層が高

くなると、興味を持つ内容が「お金のこと」

から「健康のこと」や「環境のこと」に移

行する傾向があります。 
 
 

 

また、設問⑤において「今の交通手段を

変える」と回答した人を都心方面への主な

交通手段別にみると、「鉄道（端末自動車）」、

「自動車」を利用する層では、「お金のこ

と」に対する興味が若干高い傾向にありま

す。 

一方で、「二輪・徒歩」を利用する層で

は、「健康のこと」に対する興味が若干高

い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■リーフレット（裏面）
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